
- 15 - 
 

《 金 杉 地 区 町 会 連 合 会 》 

日時：９月５日（金） 午後６時から（会 場：金杉区民館） 

 

 

◇宿泊税について 

質問 回答 対応 

宿泊税を課す自治体が増えてきてお

り、導入に向けた検討を行っている自治

体も多くあると聞きます。 

台東区の年間観光客数は4,121万人、う

ち外国人観光客数は640万人と推計され

ました。貴重な区税の使途は居住者だけ

でなく、来街者にも向けられています。受

益者負担の観点からも、日本人・外国人を

問わず、国際観光都市である台東区も宿

泊税を導入しても良いのではないでしょ

うか。 

なお、集めた税金は、観光バスに関する

取組みや、観光地のごみ問題の対策など

に活用されれば良いと思います。 

宿泊税は東京都が導入しており、区におい

て導入する場合、都と区が宿泊税を二重に課

税することとなるため、自治体間の税率調整

や事務分担の調整等も必要となるなどの課

題があります。 

現在、都では税負担の引き上げを含めた、

宿泊税のあり方や使途について検討を進め

ているところです。観光バスの問題やごみの

問題もある中で、区民生活と調和した持続可

能な観光地づくりのための財源として、宿泊

税を活用できるよう東京都に対して働きか

けてまいります。 

 

※令和７年11月、都が宿泊税の見直しの素案

を公表しました。区では、その素案に対す

る意見として、宿泊税収入を自治体の取組

みに重点的に活用するよう、都へ要望しま

した。（企画課経営改革担当） 

● 
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◇子供たちに英語教育を 

質問 回答 対応 

日本人は海外や外国人に対して臆して

しまうところがあります。それは日本の

英語教育の質に大きく起因しているので

はないかと思います。 

これから日本は、国内であっても今ま

で以上に外国人と関わることが多くなっ

ていきます。実践的に身に付く英語指導

の方法を検討していただき、観光地・台東

区を背負う将来の人材を育成していただ

きたいです。 

区立小学校では、小学校１年生から英語活

動を伴う国際理解等に関する学習を行って

います。また、小学校５，６年生では、体験

型英語学習施設「TOKYO GLOBAL GATEWAY」に

おける校外学習等、学校で習った会話を使っ

て外国の方とコミュニケーションをとる場

を設定しています。 

区立中学校では、夏休みに体験型英語プロ

グラム「English Summer School」を実施し、

使える英語力の育成と英語活用に対する意

識の向上を目指しています。さらに、グロー

バル教育を推進するため、令和６年よりオー

ストラリア・シドニー市およびノーザンビー

チ市に区立中学校に通う２年生20名を派遣

しています。海外における生活や学習、およ

び相互交流などの直接体験を通して豊かな

人間性を培い、国際社会において尊敬と信頼

を得られる区民の育成を目指しています。 

今後もグローバルに活躍する人材の育成

に取り組んでまいります。 

― 
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◇区有掲示板の電子化について 

質問 回答 対応 

掲示物については、極力掲示したいと

考えてはいますが、大きさもバラつきが

あり、量が多いと掲示しきれないことも

あります。また、雨などで剥がれないよう

フィルム保護もしています。 

今回の区有掲示板の建替えでは、アク

リル板で掲示物を保護するようですが、

アクリル板の破損についての対策はいか

がなのでしょうか。 

そこで、提案ですが、 

①掲示板を液晶ディスプレイ化し、スラ

イドショーで掲示内容を変えていくこ

とで掲示漏れをなくす。 

②電源はソーラーパネルとバッテリーを

使用し、人感センサー付きとすること

で節電を図る。 

③掲示内容は、区役所からケーブルテレ

ビの配線やWi-Fi等を利用して配信す

る。あわせて、防犯カメラもネットワー

ク化し、防犯カメラ直下でダウンロー

ドしないで済むように変える。 

すぐには難しいかもしれませんが、紙

代、印刷代、配付の手間、配付手数料を節

約できますので、ご検討をお願いします。 

電子掲示板についてはメリットがある一

方で、様々な広報媒体があるため、各媒体の

特性や費用等を考慮し、より良い周知方法を

選択していく必要があると考えています。 

区では現在、掲示板の風雨対策や町会の皆

様の負担軽減のため、アクリル保護板付き掲

示板への建て替えを進めています。また、ア

クリル板の破損や劣化についても交換でき

るよう、準備を進めているところです。 

まずは、今回のアクリル保護板付き掲示板

の設置を完了させ、今後も皆様のご意見を伺

いながら、ご負担をできるだけ少なくしてま

いりたいと思いますので、ご理解のほどよろ

しくお願いいたします。 

― 
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◇避難所生活環境の良化について 

質問 回答 対応 

能登半島地震による避難所での災害関

連死は、直接死よりはるかに多い人数だ

そうです。 

東京では30年以内に首都直下地震が予

想されていますが、私の利用する避難所

の一人あたりのスペース(1.6㎡)は、国際

基準であるスフィア基準(3.5㎡)にそぐ

わず、プライバシーが守られない雑魚寝

の状態です。さらに、48時間以内にトイ

レ、キッチン、ベッドを届けるという目標

(TKB48)がありますが、区ではどのように

お考えでしょうか。また、利用する避難所

には医療体制が整っていません。 

問題点を挙げれば切りがありません

が、避難所の生活環境を少しでも快適に

することで、災害関連死は減らすことが

できると思います。具体的な対策をお聞

きしたいと思います。 

区では、これまでの災害の教訓から避難所

環境の整備に取り組んでおり、特に能登半島

地震の発災後、直ちに緊急防災対策として間

仕切りや排便袋、薬用洗口液などの備蓄物資

を拡充し、避難所のプライバシーの確保や衛

生環境の改善に取り組んでまいりました。 

避難スペースについては、既に区内施設の

多くを避難所として活用しており、スフィア

基準による一人あたりの面積を確保するこ

とは大変難しい状況となっています。物理的

に足りない面積については、間仕切りなどの

備品を駆使することでプライバシーを確保

するなど、運用面で工夫することにより、少

しでも混雑状況が緩和されるように調整を

図ってまいります。 

避難所等の備蓄では、水・食料、そして簡

易ベッドやトイレなどを配備することに加

え、企業や団体と災害時協定を締結し、段

ボールベッドの確保や、キッチンカーを避難

所へ派遣することで温かい食事をお届けす

ることなど、平常時から取組みを進めていま

す。 

また初動医療として、超急性期には６か所

の緊急医療救護所を開設し、続く急性期には

11か所の避難所医療救護所の開設を予定し

ています。さらに、保健師等による巡回相談

を実施し、避難者の健康管理、避難所の衛生

管理など災害時の保健医療体制を整備して

います。 

今後も国・都から示されたガイドラインを

参考に、また各避難所の運営員会の皆様のご

協力を得ながら、訓練などを通じて様々な課

題を共有し、避難所の環境改善に向けて取り

組んでまいります。 

― 
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◇不法民泊施設について 

質問 回答 対応 

中古家屋を買い取り、外国人観光客の

宿泊施設として提供していると思われる

物件が目に付きます。法律で定められた

要件を満たしているとは疑いを持たざる

を得ないものであり、地域に不安を与え

ています。小中規模の新築マンションに

ついても、築後すぐに外国人オーナーに

転売され、宿泊施設らしき用途で使用さ

れている物件が目に付きます。連絡先も

不明となり、地域とのつながりを維持す

ることが困難になってきています。 

また、外国人の方が建物の外でたばこ

を吸っていたり、大きな声を発しながら

長時間たむろしていたり、生活ごみをポ

イ捨てしたりするなど、一部には迷惑行

為も発生しています。 

住民生活に不安を与えないことを第一

に、地域と施設との良好なつながりを保

ちつつ、外国人観光客をお迎えしたいも

のです。行政による実態把握を今一度行

っていただき、法律を順守された宿泊施

設にて外国人観光客にご利用いただくよ

う、施設オーナーへの指導をお願いしま

す。また、悪質なオーナーに対する、厳し

い規制のある条例などはできないでしょ

うか。 

ホテルや旅館としての許可を得ていない

施設や、住宅宿泊事業、いわゆる「民泊」の

届出を行っていない施設については、無許可

による営業で法令違反となります。 

そのため、無許可営業の施設に宿泊客が出

入りしているようでしたら、生活衛生課へご

連絡ください。職員にて現地調査を行い、当

該施設のオーナーに対して旅館業の許可の

取得や、住宅宿泊事業の届出を行うよう指導

します。指導に応じないオーナーについて

は、関係機関と連携して厳正に対処します。 

加えて、届出済の施設においても、ごみの

問題など周辺環境の悪化がございましたら

生活衛生課へご連絡いただき、職員による現

地調査と事業者への指導によって改善を図

り、区民の皆様の安全・安心の確保に取り組

んでまいります。 

〇 

 


